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1 はじめに 
 2016 年に公開された「Pokémon GO」によって、AR ゲ

ームというジャンルのゲームが一般的に認知されるよう

になった[1]。AR(Augmented Reality:拡張現実感)とは、「ユ

ーザ が見ている現実のシーンにコンピュータグラフィク

ス （CG）によって描かれた仮想物体を重畳表示すること

で， ユーザがいる場所に応じた情報を直感的に提示する

技術(神原, 2010, pp.367) [2]」のことである。AR ゲームは

現在様々なものが公開され、AR を用いたマルチプレイゲ

ームも次々と公開されている。これまでにマルチプレイゲ

ームがプレイヤーの意欲を引き出すことは、既に確認され

ているが[3]、ARにおいてのマルチプレイがどの程度有用

か検証したものはない。本研究では、この ARにおけるマ

ルチプレイに焦点を当て、研究を行うこととした。 

 

2 研究目的 
現在多くの AR ゲームが公開され、徐々に社会に浸透し

てきている。この ARゲームにおいて、マルチプレイゲー

ムが制作された事例はまだ少ない。また AR ゲームをマル

チプレイ化する効果について検証したものもない。そこで、

本研究にてマルチプレイ型 AR ゲームを制作し、その効果

を検証することで、AR ゲームをマルチプレイ化する有用

性を確認する。マルチプレイ型 AR ゲームの有用性が分か

れば、今後 AR ゲーム開発の参考になると考える。 

 

3 研究方法 
本研究では、ゲーム開発エンジン「Unity 5.5」とマーカ

ー式 AR 生成ツールである「Vufolia」を利用する。制作す

るゲームは、ブロックを積み上げる簡単なものとした。こ

のゲームをシングルプレイ、マルチプレイの 2パターン制

作し、完成したものを実際にプレイしてもらう。プレイ後、

効果に関するアンケートを記入してもらい、集計結果から

マルチプレイ型 AR ゲームの効果について結論を出す。 

 

4 制作過程 
Unity で制作した AR ゲームをマルチプレイ化するツー

ルとして、オンラインゲーム開発エンジン「photon」を利

用した。Unityのネットワーク機能である”UNET”を用いて

もマルチプレイゲームは制作できる。だが設定が容易であ

る点、プログラムが組みやすい点を考慮し今回はこちらを

選択した。Vufoliaにて ARゲームを制作する際は、まずマ

ーカー用の画像データをサイトに登録する必要がある。今 

回は(図 1)のような画像を登録し、ゲームを制作すること

とした。ゲームプレイ時は起動後、まずネットワーク設定

を行い、設定完了後、プレイヤーのオブジェクトが表示さ

れる。プログラム上では、オブジェクト表示後に AR マー

カーである”Image Target”にプレイヤーオブジェクトの親

子化を行っている。こうすることで、AR ゲームのマルチ

プレイ化に成功した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 作成した ARマーカー用の画像 

 

5 結論 
現在マルチプレイ可能な ARゲームのプロトタイプを制

作し、発表させていただいた。今後、アンケート調査を行

い、AR ゲームにおけるマルチプレイの効果を検証する予

定である。 
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